 学 習 指 導 案 と そ の 形 式 

Ⅰ．学習指導案の内容と形式（例） 

○○学校○○科　学習指導案

 eq \o\ad(学校名,　　　　)
○立○○○学校
 eq \o\ad(学級,　　　　)
第○学年○組（生徒数○○名）
実施日時
平成○年○月○日　第○校時
 eq \o\ad(場所,　　　　)
○○立○○○学校
 eq \o\ad(指導者,　　　　)
○○立○○○学校教諭○○○○
1． 単元名「○○○○」

2． 単元設定の事由（理由）
（教材観）

学習指導内容の教材としての見方（単元の位置づけ）

･社会的要求からの見方
・発達段階からの見方
・教科・領域教育の基本概念、基礎的・基本的事項から見た位置づけ
・既習学習内容とこれからの学習内容との関連
（生徒観）

教材に対する生徒の実態（生徒の単元内容についての見方・考え方）

・興味・関心・態度の程度
・認識の実態
・前提条件（既習学習経験、生活体験、必要な経験）
（学習指導観または学習観）

どのようなことを、どのようにして目的を達成させるか？ 単元の展開方針を記述する。

・可能ならば、単元の教材構造、教材内容の関連や構造の表示
・内容、その順序、学習形態

・個に応じた学習の計画
3． 単元目標
(1) 総括的目標(指導目標)

· 教師の指導意図を含めて記述する。　総括テストの基準になるような表現で
(2) 具体的目標（観点別目標，学習目標，目標行動）

· 学習者に実現を期待する学習成果を記述する。観点別評価の基準になるように
①関心・意欲・態度
②思考・判断
③技能・表現
④知識・理解
4． 単元の教材構造

単元を構成している各教材間の関係を図化したもの。

5． 単元の指導計画
○○時間
単元を構成する小単位の指導順序と配当時間
6． 本時の学習指導
(1) 主　題「　　　　　　　　」
(2) 本時の目標
1 総括的目標（教師の指導意図）
（認知的領域・技能的領域だけではなく、情意的領域についても記述する。）

2 具体的目標（観点別目標，学習目標，目標行動）

· 生徒の実現目標（評価基準←評価可能な表現）

①関心・意欲・態度
②思考・判断
③技能・表現
④知識・理解
(3) 準備（観察・実験用具、教育機器、副教材、ワークシート、ＡＶ機器等）

(4) 展開

1 導入・つかむ（診断的評価）

2 展開・調べ確かめ合う（形成的評価）

3 まとめ・いかす（総括的評価）

［タイプ１］

時間
学習内容
学　習　活　動
教材･教具･教育機器
評価・指導上の留意事項










［タイプ２］

時間
学習内容
予想される生徒の活動
教師のはたらきかけ
備考・評価










［タイプ３］

時間
学習内容
生徒の活動と教師の支援
評価・留意点









(5) 評価（本時の指導目標・具体的目標と整合させる。）

「指導と評価は一体」という考え方にたてば、展開の「評価」欄に記入する。その際にはこの「(5)評価」欄は省略してもよい。
Ⅱ．学習指導案の作成手順 
1． 単元名
　児童生徒の発達や成長の系列と学習領域の切れ目との接点によって統一化された一連の学習過程の総体で、完結性のある学習経験の形成を目指して組織化された学習内容の単位である単元を設定する。
2． 単元設定の事由（又は理由）
(教材観)
　単元設定の理由は、教師の側からの観点である。教科教育の理論や児童生徒の発達段階を踏まえて、その単元・題材を設定した理由（または、事由。設定した事の由来）、他単元・他学年との関連においてそこに位置づけられる理由などを記述する。以上のことを、教材観、児童生徒観、指導観の三つの側面から明らかにされるべきである。
つまり、まず指導内容を教材としてどう見るかという教材観を明らかにする。さらに、学習指導要領との関係を示しておくことが望ましい。

(児童観・生徒観)
　次に、学習者観（児童観・生徒観）を明らかにする。児童生徒の知能・学力・経験・社会的背景について一般的に書かれることが多い。しかし、本来は、児童生徒がその教材についてどこまで理解し、どのような問題を持ち、どのような方向に追求を深めようとしているか、その可能性についての期待まで書かれることが望ましい。これはそれまでの授業を通してみた児童生徒の思考過程についての仮説であり、複数のものの絡み合う展開の予測でもある。
(指導観・学習観)
　そのような教材で、対象となる児童生徒たちに、どのようなこと（見方・考え方、技能・能力、興味・関心、態度など）をどのようにして身に付けさせようとするのか明らかにすることが必要である。
3． 単元の目標
(1) 総括的目標（教師の指導意図　総括テストの基準になるような表現で）
　単元全体の指導を通して、児童生徒に形成させようとしている目標やねらいを具体的に記述する。そこで、まず次のことを明らかにする。
・どんな教材（又は内容）について
・どのようにして（方法）
・どのくらい（程度）
・どんな諸能力を伸ばすのか

（領域）
1 情意的領域

興味を持つ、関心を高める、態度を養う、意欲的に取り組む。
2 思考的領域（能力的領域）
問題を見出す、規則性・法則性を見出す、分析的・総合的・論理的・実証的・客観的・数量的に考察する、帰納的な思考をする、演繹的な思考をする。
3 技能的領域（能力的領域）
・操作的技能　器具を正しく使う、観察する、実験する、調べる、
・知的技能　　科学的に調べる方法を身に付ける、表現する。
4 認知的領域

気付く、捉える、把握する、知る、理解する、知識を身に付ける。
総括的テストの規準になるように工夫することが望ましい。
(2) 具体的目標（観点別目標）
· 学習者に実現を期待する目標　観点別評価の基準になるように記述する。

1 関心・意欲・態度
2 思考・判断
3 技能・表現
4 知識・理解
4． 単元の教材構造
　教科教材の全体的な内容領域または、その単元の内包する教材内容を、教材構造というようなかたちで書かれる。それらの関連や構造は図的表示や表によって提示する。しかし、それらが、いかに客観的なかたちであらわされていようと、教材の内容は、必ず教師によって観念され、教師の解釈の過程や認識の仕方を通して児童生徒に与えられるものである。したがって、むしろ教師の個性的な理解の仕方は、教材観・単元観として書かれることが望ましい。
5． 単元の指導計画と配当時間
　単元展開の時間配当計画である。目標をどのような順序、プロセスの中で実現していくか、単元をさらに細分化した見通しであり、その中に、「本時」を必ず位置づけることが大切である。
　単元を構成する小単位の名称（主題名）を記し、その指導順序と配当時間を明示する。その際に、各主題のねらいや主な指導事項を記しておくと全体像が把握でき、活用しやすい。
6． 本時の学習指導
　この要素の項目は、一般的には、次のようになっている。
①主題名
単元の教材構造や単元の指導計画で明示した小単位の名称を示す。
②指導目標
　教師の指導の意図を明白にすることが大切である。知的領域だけではなく、情意的領域、能力的領域についても明らかにしておくことが必要である。（単元の目標の項参照）
③学習目標(目標行動)
学習者の到達目標を具体的に記述する。評価が可能な表現で記述することが大切である。

④本時の展開
　授業の具体的展開の構想であり、時間、あるいは教授・学習段階（導入、展開、まとめ）を一方（縦）の軸として、指導項目（学習項目）教授＝学習活動・指導上の留意点・学習形態・教材教具・評価用具・資料・学習反応の予想・評価の観点などの項目を、他方（横）の軸として、表の形で記述されることが多い。その中に、フローチャート形式の図で記述されている場合もあるが、特に規定はないが活用しやすいものでありたい。
・展開の形式
「本時の展開」の横軸にとってある項目の立て方・並べ方は、学習指導案作成者の授業観を反映している。　

これを類型化すれば次の二通りに大別できる。
ア　教師中心の展開型
　教案・教授案などといわれたものは、授業をもっぱら教授と考え、指導段階は、導入・展開・終末など、教師側からの形式段落であり、それぞれに一定の時間が割り当てられている。
　指導内容の代わりに学習内容とか学習活動と内容などの項目が置き換えられているものもあるが、それが教師の教授、注入するための知識であったり、受容のための活動である場合が多い。
(学習指導案の中には、この形式のものが多い。)
イ　学習活動中心の展開型
　授業は児童生徒の学習を中心として展開すべきだという考え方から授業段階としては、問題把握・予想・調査・仮説・検証・問題の発展など、一般的な問題解決の過程を置いているものである。
　しかし、形式的には学習活動中心の学習指導案であるが、内容的には教師中心のものが多い。
Ⅲ．学習指導案の性格 
(1) 学校の教育財産、準公簿、情報公開
(2) 学習指導法の改善の資料
(3) 教師の学習指導意図の公開
(4) 新しい学習指導法の普及資料
(5) その他(学習者との対応、等)

Ⅳ．指導案作成のための基準となる参考資料 
(1) 文部省学習指導要領及び同指導書・解説書
(2) 教科書及び教師用指導書
(3) 学校の教育課程
(4) 児童・生徒の実態
(5) 学校の施設・設備の実態
(6) 中心となる学習指導法
(7) その他（総合的な学習、環境教育、国際理解教育、情報教育、科学技術教育、等の資料）
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